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代台長の宮本正太郎によって観測されたもので、1956 年 7 月 22 日～1973 年 8 月 17 日ま
での 17 年間に渡っている。このうち 1956 年から 1967 年までは主に花山天文台の 30cm 屈
折望遠鏡による観測、1968 年以降は花山天文台の 45cm 屈折望遠鏡による観測となってい
る。スケッチのデジタルデータ化は 2008 年と 2009 年に行われ、本稿ではそのうち 2008
年にデジタル化した 2369 枚について記載する。 
1.1 スケッチのデジタル化 





 スキャンした画像は 600dpi の 16bit/／色のカラー画像で、サイズは 7319×4131 ピクセ
ル（約 87MB／枚）、TIFF 形式となっている。このまでは閲覧やオンラインでの公開の際









































 乾板をスキャンしてデジタル化する作業は（株）堀内カラーに依頼して 2010 年 2 月～3





して画像化した（解像度は 400dpi）。乾板データの例を図 2 と図 3 に示す。 
 
        図２：スキャン画像の例（M31）      図３：スキャン画像の例（ρ Aql のスペクトル） 
2.3 乾板デジタル化の現状 
 スキャンされた乾板の総数は 2215 件であるが、目録作成済で撮影データの電子化が完了
しているものは 1165 件だったため、残りの乾板についても撮影データの電子化を進めてい
る。既に電子化されているデータのあるものについては、データと画像ファイルの対応づ
けを行っている。また、今回のデジタル化の対象となった 1950 年代以前の乾板のうち、未
スキャンとなっているものもまだ数百枚残っているので、これらについても今後のデジタ
ル化に備えて撮影データの電子化等を行いつつある。 
３ まとめ 
 現状では火星のスケッチについては画像・観測データとも電子化され、かつ両者の対応
がとれているため、公開可能な段階となっており、アーカイブ関係者内で公開方法などを
詰めている段階、近日中に一般に公開できる見込みである。 
 乾板のアーカイブについては撮影データの電子化にまだ時間がかかりそうではあるが、
画像として出すだけであれば現状でも可能である。歴史的価値だけでなく、突発天体の過
去の増光調査など、今後も研究に活用できる資料として使えるデータアーカイブとしたい
ので、画像と観測・撮影データをセットで公開したいと考えている。 
 
